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筑陽学園中学校１年　 神野 孝太朗さん

認め合おう

　 多様な人と

　　  生き方を
じん の　　 こう　た  ろう

 秋と言えば、読書の季節！今回は日本と少し違う韓国の読書文化についてご紹

介します。

 日本に来て電車に乗るたびに「韓国と違うな～」と思うところがあります。それ

は、電車で新聞や本を読む人をよく見かけるということです。韓国では、インター

ネットの発達により電子書籍やネット記事などが増えたことに加え、文庫本のよ

うなサイズの本が少ないため、重い本よりスマートフォンやタブレットＰＣで本を

読む人が多いです。実際に電車に乗ってみると、スマートフォンに集中している人

がほとんどで、本を読んでいる人を見かけることは珍しいです。最近では、子ども

でもあまり本を読まない環境になっているそうです。

 このような現代の韓国人に最も適した読書方法が、今流行しています。それは、

本を読むのではなく「聞く」のです。電子書籍を音声にしたオーディオブックがは

やっています。小説はもちろん、子ども向けの本や外国語学習に必要な本など、い

ろんなジャンルの本を楽しめます。このオーディオブックは、スマートフォンやタブ

レットＰＣにアプリケーションをダウンロードして聞くことができます。

 アプリケーションによっては、声優・俳優さんのいきいきとした声で聞けるだけ

でなく、本の内容を10 分程度に要約したものや、ビジネススキル、人文・教養、

人生の悩みなどの講演会を動画で見られるといったサービスが盛りだくさんで

す。文字が読めない小さな子どもに何冊もの本を読んであげる手間が省けるので

便利だという人や、出退勤や運動の時間などを活用して自己啓発を図る人も多い

です。

 従来の書籍数に比べると、オーディオブックの数はまだ少ないですが、週に数冊

ほどアップロードされています。忙しい現代人にとても役立つサービスなので、20

万人以上が利用しているそうです。
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国際交流・韓国

最近韓国で流行っている読書方法とは？

国際交流員　 金雅英
キム  ア   ヨン
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